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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】紡績糸において特異性を有する繊維を表面に露

出させることで、少ない繊維の使用で繊維が持つ特異性

を生かした紡績糸及びその製造方法、製造装置、並びに

布帛を提供する。

【解決手段】２本の繊維束を周速度の異なるフロントロ

ーラ部４に経由させることで、周速度の速いフロントロ

ーラ４を通過した繊維束が周速度の遅いフロントローラ

を４通過した繊維束と撚り合わせる。その際に、周速度

の速いフロントローラ４を通過した繊維束が周速度の遅

いフロントローラ４を通過した繊維束より長いため撓い

が起こり、撓いが発生した分だけ周速度の速いフロント

ローラ４を通過した繊維束が表面に多く露出する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 長 さ 方 向 に 多 数 の 繊 維 を 引 き 揃 え た ス ラ イ バ を 、 バ ッ ク ロ ー ラ 部 ， エ プ ロ ン 式 ク レ ー ド

ル 部 及 び フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 に 順 次 経 由 せ し め て 該 ス ラ イ バ を ド ラ フ ト し 、 細 く な っ た 繊 維

束 を 回 転 す る ボ ビ ン に 巻 き 取 り な が ら 撚 り を か け て 糸 を 製 造 す る 紡 績 法 に お い て 、

少 な く と も １ 種 類 の 繊 維 よ り な る ス ラ イ バ ２ 本 を バ ッ ク ロ ー ラ 部 、 エ プ ロ ン 式 ク レ ー ド ル

部 を 経 由 せ し め 、 そ の 後 周 速 度 の 異 な る ２ 対 の ロ ー ラ を 備 え る フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 に 供 給 し

、 前 記 フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 の 周 速 度 の 速 い フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 （ Ａ ） を 通 過 し た 繊 維 束 （ Ｉ ）

が 周 速 度 の 遅 い フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 （ Ｂ ） を 通 過 し た 繊 維 束 （ Ｉ Ｉ ） の 略 外 側 に 位 置 す る よ

う に 撚 り 合 せ る こ と を 特 徴 と す る 紡 績 糸 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 （ Ａ ） と （ Ｂ ） の 周 速 度 比 が １ ． ０ １ ～ １ ． ２ ６ の 範 囲 で あ る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 紡 績 糸 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 少 な く と も １ 種 類 の 繊 維 よ り な る ス ラ イ バ ２ 本 を 撚 糸 し た 紡 績 糸 の 外 表 面 の 状 態 に お い

て 、 前 記 ２ 本 の ス ラ イ バ の 片 方 が 他 方 の ス ラ イ バ よ り 前 記 紡 績 糸 の 外 表 面 に 多 く 露 出 し て

お り 、 そ の 表 面 露 出 率 が ５ １ ％ 以 上 １ ０ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 紡 績 糸 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 ス ラ イ バ が 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ア ク リ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 レ ー ヨ ン 、 綿 、 麻 、 獣 毛 、 絹

か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 紡 績 糸

。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 さ れ て い る 紡 績 糸 を 含 み 形 成 さ れ る 布 帛 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ス ラ イ バ の 少 な く と も 一 方 に 可 溶 性 の ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ 以 下 、 Ｐ Ｖ Ａ と 記 載

す る ） 繊 維 ス テ ー プ ル 束 が 混 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の Ｐ Ｖ

Ａ 混 成 紡 績 糸 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 ス ラ イ バ に 混 成 さ れ る Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 の 含 有 率 が ５ ｗ ｔ ％ 以 上 ４ ０ ｗ ｔ ％ 以 下 の 範 囲 で

あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の Ｐ Ｖ Ａ 混 成 紡 績 糸 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 請 求 項 ７ に 記 載 の Ｐ Ｖ Ａ 混 成 紡 績 糸 を 含 み 形 成 さ れ る 布 帛 か ら 、 前 記 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 を

溶 解 除 去 し て 得 ら れ る 嵩 高 布 帛 。

【 請 求 項 ９ 】

　 長 さ 方 向 に 多 数 の 繊 維 を 引 き 揃 え た ス ラ イ バ を 、 バ ッ ク ロ ー ラ 部 ， エ プ ロ ン 式 ク レ ー ド

ル 部 及 び フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 に 順 次 経 由 せ し め て 該 ス ラ イ バ を ド ラ フ ト し 、 細 く な っ た 繊 維

束 を 回 転 す る ボ ビ ン に 巻 き 取 り な が ら 撚 り を か け て 糸 を 製 造 す る 紡 績 装 置 に お い て 、 前 記

フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 は 周 速 度 の 異 な る フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 紡 績

装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 風 合 い な ど の 特 異 性 に 優 れ た 繊 維 を 表 面 に 露 出 さ せ た 紡 績 糸 と そ の 製 造 方 法

に 関 し 、 詳 し く は 、 紡 績 糸 を 製 造 す る た め の 製 造 装 置 、 並 び に 前 記 紡 績 糸 を 含 み 形 成 さ れ

る 布 帛 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ポ リ エ ス テ ル や ア ク リ ル な ど の 合 成 繊 維 あ る い は レ ー ヨ ン 、 綿 、 麻 、 獣 毛 、 絹 な ど の 再

生 繊 維 、 天 然 繊 維 な ど か ら 構 成 さ れ る 短 繊 維 紡 績 糸 を 用 い た 織 物 、 編 物 、 不 織 布 等 は 、 表

面 の 毛 羽 感 か ら ソ フ ト な 肌 触 り と 保 温 性 を 有 す る な ど 特 性 に 優 れ る た め 幅 広 く 用 い ら れ て
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い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 前 述 し た よ う な 表 面 の 毛 羽 感 か ら ソ フ ト な 肌 触 り と 保 湿 性 等 の 特 異 性 を 有 す る 紡 績 糸 を

得 る た め に は 、 紡 績 糸 作 製 に お い て 肌 触 り 及 び 保 湿 性 等 の 特 異 性 を 有 す る 繊 維 を 選 択 的 に

使 用 し 、 前 記 特 異 性 を 有 す る 繊 維 が 紡 績 糸 表 面 に 露 出 さ れ て お く 必 要 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 前 記 し た よ う に 目 的 の 繊 維 を 紡 績 糸 表 面 に 露 出 さ せ る た め に は 、 使 用 す る 繊 維 を 全 て 肌

触 り 等 の 特 異 性 に 優 れ た 繊 維 に す る 方 法 か 、 コ ス ト を 考 え ス ラ イ バ を 肌 触 り な ど に 優 れ た

繊 維 と そ れ 以 外 の 繊 維 を 合 繊 さ せ る 方 法 が 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 。 前 述 し た よ う に 、 特

異 性 に 優 れ た 繊 維 は コ ス ト が か か る た め 、 安 価 で 特 異 性 に 優 れ た 繊 維 の 効 果 を 発 揮 で き る

紡 績 糸 が 望 ま れ て い た 。 ま た 、 合 繊 の 方 法 で は 、 コ ス ト を 低 減 さ せ る こ と は で き る が 特 異

性 を 有 す る 繊 維 が ５ ０ ％ し か 表 面 に 露 出 さ せ る こ と が で き な い た め 、 コ ス ト 低 減 を 保 持 し

た ま ま 、 表 面 へ の 露 出 を 高 め た 紡 績 糸 が 更 に 望 ま れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ の 解 決 方 法 と し て 特 許 文 献 １ で は 、 芯 糸 に ナ イ ロ ン な ど の 強 度 の 優 れ た フ ィ ラ メ ン ト

を 用 い て 、 そ の 芯 糸 に 肌 触 り 等 の 特 異 性 に 優 れ た ス ラ イ バ 又 は 粗 糸 を 一 定 速 度 で 供 給 し な

が ら 捲 き つ け る こ と で 、 引 張 強 度 な ど の 物 性 に 優 れ 、 表 面 の 肌 触 り な ど も 良 い 紡 績 糸 の 製

造 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 方 法 で 製 造 さ れ た 紡 績 糸 は 、 芯 糸 と 周 り に 捲 き つ

け て い る 粗 糸 又 は ス ラ イ バ が 絡 ま っ て い な い た め 、 表 面 に 捲 き つ け て い る 粗 糸 又 は ス ラ イ

バ の 一 部 が 損 傷 し て し ま っ た 場 合 、 芯 糸 以 外 の 部 分 が 解 け て し ま う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 、 上 記 の よ う な 芯 糸 か ら 粗 糸 又 は ス ラ イ バ が 解 け ず 、 紡 績 糸 表 面 に 特 異 性 を 有 す

る 繊 維 を 露 出 さ せ た 紡 績 糸 及 び そ の 製 造 方 法 及 び 製 造 装 置 が 望 ま れ て い た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ９ ０ ６ ０ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 上 記 の 背 景 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 紡 績 糸 に お い て 特 異 性

を 有 す る 繊 維 を 表 面 に 多 く 露 出 さ せ た 紡 績 糸 及 び そ の 製 造 方 法 、 並 び に そ の 紡 績 糸 製 造 装

置 及 び 該 紡 績 糸 を 用 い て な る 布 帛 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 者 等 は 鋭 意 研 究 の 結 果 、 図 １ に 示 す 改 良 さ れ た 紡 績 糸 の 製 造 装 置 に よ っ て 、 特 異

性 を 有 す る 繊 維 の 表 面 露 出 率 を 向 上 さ せ た 紡 績 糸 を 製 造 し 得 る こ と を 知 見 し 、 本 発 明 に 至

っ た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 本 発 明 の 紡 績 糸 の 製 造 方 法 に

係 る 発 明 で あ っ て 、 長 さ 方 向 に 多 数 の 繊 維 を 引 き 揃 え た ス ラ イ バ を 、 バ ッ ク ロ ー ラ 部 、 エ

プ ロ ン 式 ク レ ー ド ル 部 及 び フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 に 順 次 経 由 せ し め て 該 ス ラ イ バ を ド ラ フ ト し

、 細 く な っ た 繊 維 束 を 回 転 す る ボ ビ ン に 巻 き 取 り な が ら 撚 り を か け て 糸 を 製 造 す る 紡 績 法

に お い て 、 少 な く と も １ 種 類 の 繊 維 よ り な る ス ラ イ バ ２ 本 を バ ッ ク ロ ー ラ 部 、 エ プ ロ ン 式

ク レ ー ド ル 部 を 経 由 せ し め 、 そ の 後 周 速 度 の 異 な る ２ 対 の ロ ー ラ を 備 え る フ ロ ン ト ロ ー ラ

部 に 供 給 し 、 前 記 フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 の 周 速 度 の 速 い フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 （ Ａ ） を 通 過 し た 繊

維 束 （ Ｉ ） が 周 速 度 の 遅 い フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 （ Ｂ ） を 通 過 し た 繊 維 束 （ Ｉ Ｉ ） の 略 外 側 に

位 置 す る よ う に 撚 り 合 せ る こ と を 特 徴 と す る 紡 績 糸 の 製 造 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 １ に 示 す 紡 績 糸 の 製 造 装 置 に お い て は 、 バ ッ ク ロ ー ラ １ 、 エ プ ロ ン 式 ク レ ー ド ル ３ 、
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フ ロ ン ト ロ ー ラ ４ の 周 速 度 は 、 バ ッ ク ロ ー ラ １ ＜ エ プ ロ ン 式 ク レ ー ド ル ３ ＜ フ ロ ン ト ロ ー

ラ ４ の 順 に 速 く な っ て お り 、 こ の 速 度 差 に よ り 前 記 ス ラ イ バ を ド ラ フ ト し て い る 。 ま た 、

フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 に お い て は 、 周 速 度 を 異 な ら せ る た め に 、 外 径 の 異 な る ボ ト ム ロ ー ラ を

用 い る 。 周 速 度 差 は 使 用 す る ボ ト ム ロ ー ラ の 外 径 比 に よ っ て 決 ま る た め 、 目 的 に 応 じ て ボ

ト ム ロ ー ラ の 外 径 比 を 変 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 そ し て 、 従 来 の リ ン グ 紡 績 装 置 と 同 じ よ う に 、 ド ラ フ ト さ れ る 獣 毛 繊 維 な ど の 天 然 繊 維

ス ラ イ バ の 単 繊 維 が 各 ロ ー ラ 対 間 で 切 断 さ れ る こ と の な い よ う に 、 バ ッ ク ロ ー ラ １ と エ プ

ロ ン 式 ク レ ー ド ル ３ と の 間 隔 及 び エ プ ロ ン 式 ク レ ー ド ル ３ と フ ロ ン ト ロ ー ラ ４ と の 間 隔 を

前 記 ス ラ イ バ の 最 大 繊 維 長 以 上 に 設 定 し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 上 の 構 成 を 備 え る 本 発 明 の 製 造 装 置 に よ れ ば ス ラ イ バ が バ ッ ク ロ ー ラ １ 、 エ プ ロ ン 式

ク レ ー ド ル ３ 、 フ ロ ン ト ロ ー ラ ４ を 順 次 経 由 し て ド ラ フ ト さ れ る こ と に よ っ て ス ラ イ バ は

順 次 細 く な り 、 周 速 度 の 異 な る フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 を 通 過 す る こ と に よ っ て 一 方 の ド ラ フ ト

さ れ た 繊 維 束 が 多 く 表 面 に 露 出 さ れ 、 ス ピ ン ド ル ６ の 回 転 に よ っ て 撚 り が か け ら れ る 紡 績

糸 Ｙ と し て ボ ビ ン に 巻 き 取 ら れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 次 に 周 速 度 の 異 な る フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 の 役 割 と そ の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。 ス ラ イ バ は

バ ッ ク ロ ー ラ １ か ら フ ロ ン ト ロ ー ラ ４ に 順 次 経 由 し な が ら ド ラ フ ト さ れ 、 フ ロ ン ト ロ ー ラ

４ 通 過 後 に 撚 り を か け て 紡 績 糸 を 得 て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 上 述 し た よ う に バ ッ ク ロ ー ラ １ か ら フ ロ ン ト ロ ー ラ ４ に 順 次 経 由 し な が ら ド ラ フ ト を か

け ら れ る が 、 周 速 度 の 異 な る ボ ト ム ロ ー ラ を 設 け る こ と で 、 供 給 さ れ る ２ 本 の ス ラ イ バ に

お い て ド ラ フ ト 率 が 異 な り 、 ま た 周 速 度 が 異 な る こ と に よ っ て フ ロ ン ト ロ ー ラ を 通 過 す る

繊 維 束 の 長 さ が 異 な り 、 周 速 度 の 早 い フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 （ Ａ ） を 通 過 し た 繊 維 束 （ Ｉ ） が

周 速 度 の 遅 い フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 （ Ｂ ） を 通 過 し た 繊 維 束 （ Ｉ Ｉ ） と 撚 り 合 わ せ る 際 に 繊 維

束 （ Ｉ ） が 繊 維 束 （ Ｉ Ｉ ） よ り 長 い た め 撓 い が 起 こ り 、 撓 い が 発 生 し た 分 だ け 繊 維 束 （ Ｉ

） が 表 面 に 露 出 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 に は 、 ボ ト ム ロ ー ラ と 対 に な る よ う に ト ッ プ ロ ー ラ が 設 け ら れ

て い る 。 ト ッ プ ロ ー ラ の 外 径 は 、 ボ ト ム ロ ー ラ の 外 径 に 合 わ せ て 調 節 さ れ 、 ト ッ プ ロ ー ラ

と ボ ト ム ロ ー ラ 間 で 隙 間 が で き な い よ う に 調 節 さ れ る 。 例 え ば 、 図 ２ に 示 す 形 状 が 挙 げ ら

れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 次 に 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 紡 績 糸 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 フ ロ

ン ト ロ ー ラ （ Ａ ） と （ Ｂ ） の 周 速 度 比 が １ ． ０ １ ～ １ ． ２ ６ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す

る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 フ ロ ン ト ロ ー ラ （ Ａ ） と （ Ｂ ） の 周 速 度 比 は 、 １ ． ０ １ ～ １ ． ２ ６ の 範 囲 で あ る こ と が

好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は １ ． １ ～ １ ． １ ９ の 範 囲 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 次 に 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 少 な く と も １ 種 類 の 繊 維 よ り な る ス ラ イ バ ２ 本 を 撚 糸 し た 紡

績 糸 の 外 表 面 の 状 態 に お い て 、 前 記 ２ 本 の ス ラ イ バ の 片 方 が 他 方 の ス ラ イ バ よ り 前 記 紡 績

糸 の 外 表 面 に 多 く 露 出 し て お り 、 そ の 表 面 露 出 率 が ５ １ ％ 以 上 １ ０ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を

特 徴 と す る 紡 績 糸 で あ る 。 前 記 表 面 露 出 率 と は 、 少 な く と も １ 種 類 の 繊 維 よ り な る ス ラ イ

バ ２ 本 の 内 、 作 製 さ れ た 紡 績 糸 外 表 面 に 多 く 露 出 し た 方 の ス ラ イ バ の 表 面 積 の 割 合 で あ る

。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 前 述 し た よ う に 表 面 露 出 率 は ５ １ ％ 以 上 １ ０ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま

し く は ６ ５ ％ 以 上 １ ０ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 表 面 露 出 率 を 高 く す る こ と
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で 、 少 な い 量 の 繊 維 で 優 れ た 特 異 性 を 有 す る 紡 績 糸 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 次 に 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 紡 績 糸 に お い て 、 前 記 ス ラ イ バ が 、 ポ リ エ

ス テ ル 、 ア ク リ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 レ ー ヨ ン 、 綿 、 麻 、 獣 毛 、 絹 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 少

な く と も 一 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 本 発 明 の 紡 績 糸 は 、 目 的 の 特 異 性 を 発 揮 さ せ る た

め に ポ リ エ ス テ ル 、 ア ク リ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 レ ー ヨ ン 、 綿 、 麻 、 獣 毛 、 絹 か ら 選 択 的 に 選

び 、 ス ラ イ バ と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 繊 維 を 混 繊 し た ス ラ イ バ も 用 い る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 前 記 獣 毛 繊 維 を 用 い る 場 合 は 、 例 え ば 、 羊 毛 、 カ シ ミ ヤ 、 モ ヘ ヤ 、 キ ャ メ ル 、 ア ン ゴ ラ

な ど を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 カ シ ミ ヤ な ど を 表 面 に 露 出 す る 側 の ス ラ イ バ と し て

用 い る こ と で 、 高 い 吸 放 湿 特 性 を 持 ち 、 風 合 い や 肌 触 り 性 に 優 れ た 紡 績 糸 を 従 来 の 紡 績 糸

に 比 べ て 低 コ ス ト で 製 造 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 次 に 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 紡 績 糸 を 含 ん で 形 成 さ れ る 布 帛 に 関

す る 発 明 で あ る 。 こ こ に い う 「 布 帛 」 と は 、 例 え ば 、 織 物 や 、 編 物 、 不 織 布 な ど で あ る 。

織 物 の 織 り 組 織 は 、 平 織 、 綾 織 、 朱 子 織 な ど の 基 本 組 織 と 、 そ れ か ら 誘 導 さ れ た 変 化 組 織

、 重 ね 組 織 な ど に 適 用 で き 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 の よ う に 特 異 性 を 有 す る 繊 維

を 選 択 的 に 使 用 す る こ と で 、 保 温 性 や 肌 触 り な ど に 優 れ た 織 物 や 編 物 を 製 造 で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 次 に 、 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 紡 績 糸 に お い て 、 前 記 ス ラ イ バ の 少

な く と も 一 方 に 可 溶 性 の ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ 以 下 、 Ｐ Ｖ Ａ と 記 載 す る ） 繊 維 ス テ ー プ

ル 束 が 混 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る Ｐ Ｖ Ａ 混 成 紡 績 糸 に 関 す る 発 明 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 前 記 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 は 市 販 さ れ て い る 一 般 的 な も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 は

水 中 溶 解 温 度 が １ ０ ０ 度 C以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 １ ０ ０ 度 Cを 越 え る と 、 作 業 上 の 危

険 性 が 高 く な る ば か り で な く 、 溶 解 除 去 工 程 で 熱 エ ネ ル ギ ー 等 の 費 用 が 高 く な る 。 従 っ て

、 水 中 溶 解 温 度 は ６ ０ 度 Ｃ 以 下 が 好 ま し く 、 ５ ０ 度 C以 下 で あ る と よ り 好 ま し く 、 ４ ０ 度

Ｃ 以 下 で あ る と 更 に 好 ま し い 。 な お 、 水 中 溶 解 温 度 は 、 長 さ ４ ｃ ｍ の 繊 維 に ２ ｍ ｇ ／ ｄ ｔ

ｅ ｘ の 荷 重 を 吊 り 下 げ 、 ０ 度 Ｃ の 水 に 浸 漬 し 、 水 を ２ 度 Ｃ ／ 分 の 昇 温 速 度 で 昇 温 し た と き

に 、 繊 維 が 溶 断 す る 温 度 と し た 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 は 、 水 中 で の 最 大 収 縮 率 が ２ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 Ｐ Ｖ Ａ

繊 維 と 他 の 水 不 溶 性 繊 維 と の 混 紡 製 品 か ら Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 の み を 水 に よ り 溶 解 除 去 す る 際 に 、

混 紡 製 品 の 寸 法 変 化 が 大 き く な り 混 紡 製 品 の 形 状 や 物 性 を 損 な う 問 題 点 が 生 じ る か ら で あ

る 。 水 中 で の 最 大 収 縮 率 は １ ５ ％ 以 下 で あ る と よ り 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 で 使 用 す る Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 の 引 張 強 度 は ４ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で あ る こ と が 好

ま し い 。 引 張 強 度 が ４ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 未 満 で あ る と 、 紡 績 糸 工 程 や 製 編 織 工 程 で ト ラ ブ ル

に な り や す い 。 ま た 、 紡 績 糸 や 織 編 物 な ど の 物 性 の 低 下 を 招 く こ と に な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 次 に 、 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ た Ｐ Ｖ Ａ 混 成 紡 績 糸 に お い て 、 前 記 ス ラ

イ バ に 混 成 さ れ る Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 の 含 有 率 が ５ ｗ ｔ ％ 以 上 ４ ０ ｗ ｔ ％ 以 下 の 範 囲 で あ る こ と を

特 徴 と す る 。 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 が 混 成 さ れ た ス ラ イ バ は 、 露 出 率 の 多 い 繊 維 束 及 び ／ 又 は 少 な い

繊 維 束 の ど ち ら で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 前 記 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 の 含 有 率 が ５ ｗ ｔ ％ 未 満 で あ れ ば 、 後 の 工 程 で Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 を 溶 解 除 去 し

た と き に 得 ら れ る 軽 量 化 や 嵩 高 な ど の 特 性 が あ ま り 寄 与 し な く な る 。 ま た 、 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 の

含 有 率 が ４ ０ ｗ ｔ ％ よ り 高 い 場 合 は 、 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 を 溶 解 除 去 し た と き に 紡 績 糸 又 は 布 帛 の

機 械 的 特 性 が 失 わ れ る た め 好 ま し く な い 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】

　 次 に 、 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 請 求 項 ７ に 記 載 の Ｐ Ｖ Ａ 混 成 糸 を 含 み 形 成 さ れ る 布 帛 か ら 、

前 記 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 を 溶 解 除 去 し て 得 ら れ る 嵩 高 布 帛 に 関 す る 発 明 で あ る 。 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 を 溶 解

除 去 す る こ と に よ っ て ソ フ ト な 感 触 を 有 し 柔 軟 性 が あ り 、 し か も 軽 量 で 保 温 性 に 優 れ た 布

帛 が 提 供 で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 前 記 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 の 溶 解 除 去 の タ イ ミ ン グ と し て は 、 布 帛 に 加 工 し た 段 階 に 限 ら れ る も の

で な い 。 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 ス テ ー プ ル 束 を 混 成 し 、 紡 績 糸 を 得 た 段 階 で 溶 解 除 去 を 行 っ て も 良 い

が 、 紡 績 糸 の 強 度 や 加 工 性 の 面 で 布 帛 な ど に 加 工 し た 段 階 で 溶 解 除 去 す る こ と が 好 ま し い

。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 次 に 、 請 求 項 ９ の 発 明 は 、 本 発 明 の 紡 績 糸 の 製 造 装 置 に 係 る 発 明 で あ っ て 、 長 さ 方 向 に

多 数 の 繊 維 を 引 き 揃 え た ス ラ イ バ を 、 バ ッ ク ロ ー ラ 部 ， エ プ ロ ン 式 ク レ ー ド ル 部 及 び フ ロ

ン ト ロ ー ラ 部 に 順 次 経 由 せ し め て 該 ス ラ イ バ を ド ラ フ ト し 、 細 く な っ た 繊 維 束 を 回 転 す る

ボ ビ ン に 巻 き 取 り な が ら 撚 り を か け て 糸 を 製 造 す る 紡 績 装 置 に お い て 、 前 記 フ ロ ン ト ロ ー

ラ 部 は 周 速 度 の 異 な る フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 紡 績 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 発 明 の 紡 績 装 置 は 、 フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 に 外 径 の 異 な る ボ ト ム ロ ー ラ を 設 け る こ と で 周

速 度 を 可 変 さ せ る 。 ボ ト ム ロ ー ラ の 外 径 は 好 ま し く は ２ ０ ｍ ｍ 以 上 ４ ０ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲 で

あ る こ と が 好 ま し い 。 よ り 好 ま し く は ２ ５ ｍ ｍ 以 上 ３ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。

２ ０ ｍ ｍ 未 満 で あ る 場 合 、 繊 維 束 が 移 動 す る 量 が 減 少 す る た め 、 撓 い が 少 な く な り 、 表 面

露 出 率 が 低 下 す る か ら で あ る 。 ま た 、 ４ ０ ｍ ｍ よ り 大 き い と 、 繊 維 束 の 移 動 す る 量 が 大 き

く な り 、 繊 維 が 細 く な り す ぎ る た め 機 械 的 特 性 が 落 ち て し ま う 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 発 明 の 紡 績 糸 は 選 択 的 に 目 的 の 繊 維 を 表 面 に 露 出 さ せ る こ と で 、 表 面 特 異 性 な ど を 調

整 で き る 紡 績 糸 で あ り 、 こ れ を 用 い た 織 物 、 編 物 は 表 面 に 多 く 露 出 し た 繊 維 の 特 異 性 に よ

っ て 保 温 性 や 肌 触 り 性 に 優 れ た 製 品 を 提 供 で き る 。 ま た 、 本 装 置 の フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 に お

い て 周 速 度 の 異 な る フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 を 設 け る こ と に よ っ て 早 い 速 度 で 送 ら れ た 繊 維 束 が

遅 く 送 ら れ て く る 繊 維 束 の 周 り で 撓 い 、 撓 っ た 分 だ け 表 面 に 多 く 繊 維 束 が 露 出 さ れ 、 そ の

後 引 き 揃 え て 撚 ら れ る た め 、 多 く 露 出 す る 側 の 繊 維 の 種 類 に よ っ て ソ フ ト な 肌 触 り と 保 温

性 を 有 す る 紡 績 糸 の 製 造 方 法 が 提 供 で き る 。 更 に 、 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 ス テ ー プ ル 束 を 一 方 の ス ラ

イ バ に 混 成 さ せ 、 Ｐ Ｖ Ａ 混 成 紡 績 糸 を 得 た 後 、 布 帛 な ど に 加 工 し 、 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 を 溶 解 除 去

す る こ と に よ っ て よ り 軽 く ソ フ ト な 感 触 を 有 す る 繊 維 製 品 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 紡 績 糸 の 製 造 装 置 の 模 式 的 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 の 概 略 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 実 施 例 に よ り 、 さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 本

発 明 の 評 価 は 下 記 に 記 載 の 測 定 器 と 測 定 条 件 で 行 っ た 。

（ １ ） 表 面 露 出 率 の 観 察 ： 実 体 顕 微 鏡 （ 日 本 光 学 工 業 製 、 Ｓ Ｍ Ｚ － １ ０ － ３ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 デ ジ タ ル ビ デ オ カ メ ラ （ 実 体 顕 微 鏡 に 接 続 ）

　 　 　 測 定 指 標 　 　 　 　 ： 碁 盤 目 を つ け た ス ラ イ ド ガ ラ ス （ １ マ ス ０ ． １ ｍ ｍ ）

　 　 　 表 面 露 出 率 の 算 出 ： 表 面 露 出 率 の 多 い 繊 維 の 表 面 積 ／ 観 察 範 囲 の 紡 績 糸

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 表 面 積 × １ ０ ０

　 　 　 観 察 倍 率 　 　 　 　 ： １ ０ ０ 倍

　 　 　 観 察 方 法 　 　 　 　 ： 測 定 指 標 上 に 測 定 紡 績 糸 を 乗 せ 、 観 察

【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 １ に 示 す 本 装 置 に お い て 、 周 速 度 の 異 な る フ ロ ン ト ロ ー ラ 部 と し て 、 ボ ト ム ロ ー ラ 径

が ３ １ ｍ ｍ と ２ ７ ｍ ｍ で あ る 二 種 類 の ボ ト ム ロ ー ラ を 設 置 し た 。 こ れ に よ り フ ロ ン ト ロ ー

ラ 部 の 周 速 度 比 は １ ． １ ５ で あ っ た 。 前 記 装 置 に 、 ８ ０ 番 手 羊 毛 繊 維 ス ラ イ バ １ と カ シ ミ

ヤ １ ０ ０ ％ の ス ラ イ バ ２ を 供 給 し 、 ス ラ イ バ １ が ２ ７ ｍ ｍ 径 の ボ ト ム ロ ー ラ に 、 ス ラ イ バ

２ が ３ １ ｍ ｍ の ボ ト ム ロ ー ラ に 通 過 さ せ た 後 、 ６ ４ ０ Ｚ 撚 り で 紡 績 糸 を 得 た 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 作 製 さ れ た 紡 績 糸 の 表 面 露 出 率 を 実 体 顕 微 鏡 を 用 い て 測 定 し た と こ ろ 、 ス ラ イ バ ２ の 表

面 露 出 率 は ７ ０ ． ３ ％ で あ っ た 。 そ の た め 、 カ シ ミ ヤ が 持 つ 吸 湿 性 と 風 合 い を 持 っ た 紡 績

糸 が 得 ら れ た 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 実 施 例 １ に 記 載 の ボ ト ム ロ ー ラ 径 ３ １ ｍ ｍ を ３ ０ ｍ ｍ に 変 更 し 、 周 速 度 比 を １ ． １ １ に

し た 。 ま た 、 ス ラ イ バ ２ を ８ ０ 番 手 羊 毛 繊 維 ス ラ イ バ と シ ル ク を ５ ０ ： ５ ０ の 割 合 で 混 成

さ せ た 混 成 ス ラ イ バ ３ に 変 更 し た 以 外 は 実 施 例 １ 同 様 に 紡 績 糸 を 作 製 し た 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 作 製 さ れ た 紡 績 糸 の 表 面 露 出 率 を 測 定 し た と こ ろ 、 ス ラ イ バ ３ の 表 面 露 出 率 は ６ ８ ％ で

あ っ た 。 そ の た め 、 シ ル ク が 表 面 の ３ ４ ％ を 占 め る 光 沢 の あ る 紡 績 糸 が 得 ら れ た 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ４ １ 】

　 実 施 例 １ に 記 載 の ボ ト ム ロ ー ラ 径 ３ １ ｍ ｍ を ３ ２ ｍ ｍ に 変 更 し 、 周 速 度 比 を １ ． １ ９ に

し た 。 ま た 、 ス ラ イ バ ２ を ８ ０ 番 手 羊 毛 繊 維 ス ラ イ バ と Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 ス テ ー プ ル 束 （ ク ラ レ

ト レ ー デ ィ ン グ （ 株 ） 製 ： ク ラ ロ ン Ｋ － Ｉ Ｉ 銘 柄 Ｗ Ｎ ４ ） を ５ ０ ： ５ ０ の 割 合 で 混 成 さ せ

た 混 成 ス ラ イ バ ４ に 変 更 し た 以 外 は 実 施 例 １ 同 様 に 紡 績 糸 を 作 製 し た 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 作 製 さ れ た 紡 績 糸 の 表 面 露 出 率 を 測 定 し た と こ ろ 、 ス ラ イ バ ４ の 表 面 露 出 率 は ７ ８ ％ で

あ っ た 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 前 記 紡 績 糸 を 用 い て 経 糸 密 度 ４ ０ 本 ／ イ ン チ 、 緯 糸 密 度 ４ ０ 本 ／ イ ン チ の 平 組 織 の 織 物

を 作 製 し 、 ６ ０ 度 Ｃ の 熱 水 中 で Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 を 溶 解 除 去 し 乾 燥 さ せ 嵩 高 織 物 を 得 た 。 こ の よ

う に し て 得 ら れ た 嵩 高 織 物 は 柔 ら か な 膨 ら み を 持 ち 、 ソ フ ト な 風 合 い で 、 且 つ 、 軽 量 で あ

り 肌 触 り 、 着 心 地 が 良 く 保 湿 性 に 優 れ た 織 物 が 得 ら れ た 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

（ 比 較 例 １ ）

　 実 施 例 ２ に 記 載 の ボ ト ム ロ ー ラ 径 ３ ０ ｍ ｍ を ２ ７ ｍ ｍ に 変 更 し 、 周 速 度 比 を １ に し た 以

外 は 、 実 施 例 ２ 同 様 に 紡 績 糸 を 作 製 し た 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 作 製 さ れ た 紡 績 糸 の 表 面 露 出 率 を 測 定 し た と こ ろ 、 ス ラ イ バ ３ の 表 面 露 出 率 は ５ ０ ％ で

あ っ た 。 そ の た め 、 シ ル ク が 表 面 の ２ ５ ％ を 占 め た 光 沢 が 少 し 弱 い 紡 績 糸 が 得 ら れ た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 本 発 明 の 紡 績 糸 は 、 従 来 特 異 性 を 有 す る の に 必 要 と し て い た 繊 維 の 使 用 量 を 抑 え 、 従 来

と 同 等 の 特 異 性 を 有 す る た め 、 高 品 位 な 特 異 性 を 有 す る 織 編 物 と し て 、 ス ー ツ や コ ー ト 等

の 衣 料 用 途 に 好 適 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 １ 　 　 バ ッ ク ロ ー ラ

　 ２ 　 　 ミ ド ル ロ ー ラ

　 ３ 　 　 エ プ ロ ン 式 ク レ ー ド ル

　 ４ 　 　 フ ロ ン ト ロ ー ラ
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　 ５ 　 　 紡 績 糸

　 ６ 　 　 ス ピ ン ド ル

　 ７ 　 　 リ ン グ

　 ８ 　 　 ボ ビ ン

　 ９ 　 　 コ レ ク タ

　 Ｓ 　 　 ス ラ イ バ

　 Ａ １ 　 ボ ト ム ロ ー ラ

　 Ｂ １ 　 ボ ト ム ロ ー ラ

　 Ａ ２ 　 ト ッ プ ロ ー ラ

　 Ｂ ２ 　 ト ッ プ ロ ー ラ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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